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一
、
は
じ
め
に

　

イ
ン
ド
は
一
四
億
人
と
い
う
人
口
大
国
で
あ
り
、
し
か

も
若
年
層
を
多
く
抱
え
る
。
経
済
成
長
率
も
先
進
国
よ
り

高
く
、
イ
ン
ド
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
二
〇
二
五
年
に
は
世
界
で
四

位
に
、
二
〇
二
七
年
に
は
世
界
三
位
に
な
る
と
予
測
さ
れ

て
お
り
、
イ
ン
ド
経
済
に
対
す
る
期
待
は
世
界
的
に
高

ま
っ
て
い
る
。
我
が
国
に
お
い
て
も
、
海
外
の
事
業
展
開

先
と
し
て
の
関
心
に
加
え
、
個
人
の
投
資
対
象
と
し
て
も

注
目
が
高
ま
っ
て
い
る
。
イ
ン
ド
経
済
へ
の
注
目
が
高
い

状
況
で
、
せ
っ
か
く
い
た
だ
い
た
エ
ッ
セ
イ
の
機
会
で
あ

る
の
で
、
こ
こ
で
は
一
般
的
に
目
に
す
る
イ
ン
ド
経
済
の

概
説
で
は
な
く
、
経
済
の
底
上
げ
に
影
響
す
る
金
融
包
摂

や
個
人
投
資
家
、
家
計
や
個
人
の
状
況
に
焦
点
を
当
て
て

そ
の
先
行
き
を
論
じ
た
い
。

二
、
イ
ン
ド
の
経
済
成
長
と
金
融
包
摂

　

ま
ず
把
握
し
た
い
こ
と
と
し
て
、
イ
ン
ド
に
お
け
る
二

〇
〇
〇
年
以
降
の
経
済
成
長
は
、
貧
困
を
大
幅
に
減
少
さ

せ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
国
際
的
に
貧
困
と
さ
れ
て
い
る

イ
ン
ド
の
成
長
と
不
安
点

―
―
金
融
包
摂
は
進
ん
だ
が

西　

尾　

圭
一
郎

〔
Ｊ
Ｓ
Ｒ
Ｉ
時
事
エ
ッ
セ
イ 

鈴
懸
の
木
の
下
〕
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の
は
一
日
あ
た
り
二
・
一
五
ド
ル
以
下
で
の
暮
ら
し
を
し

て
い
る
人
た
ち
で
あ
り
、
こ
う
し
た
人
々
が
総
人
口
に
占

め
る
比
率
を
貧
困
率
と
い
う
。
イ
ン
ド
の
貧
困
率
は
二
〇

〇
〇
年
代
前
半
に
は
四
〇
％
台
で
あ
っ
た
が
、
二
〇
二
〇

年
代
に
入
り
一
〇
％
台
前
半
ま
で
低
下
し
て
お
り
、
大
幅

な
改
善
が
見
ら
れ
た
。
こ
う
し
た
底
上
げ
を
う
け
て
、
イ

ン
ド
の
一
人
当
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
二
〇
〇
〇
年
時
点
で
は
四

四
二
・
八
ド
ル
で
あ
っ
た
も
の
が
、
二
〇
二
三
年
に
は
二

四
八
〇
・
八
ド
ル
と
六
倍
に
な
っ
て
い
る⑴

。
こ
の
間
の
日

本
の
一
人
当
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
二
〇
〇
〇
年
の
三
九
、
一
六

九
・
四
ド
ル
か
ら
二
〇
二
三
年
の
三
三
、
七
六
六
・
五
ド

ル
へ
と
低
下
し
て
い
る
事
を
考
え
る
と
、
イ
ン
ド
の
経
済

成
長
が
話
題
に
上
る
の
は
納
得
だ
ろ
う
。

　

こ
う
し
た
経
済
成
長
は
、
イ
ン
ド
の
金
融
構
造
に
も
変

化
を
与
え
て
い
る
。
イ
ン
ド
で
は
、
貧
困
の
削
減
に
あ
た

り
金
融
包
摂
が
進
め
ら
れ
た
。
イ
ン
ド
で
は
、
国
民
Ｉ
Ｄ

制
度
で
あ
る
ア
ー
ダ
ー
ル
（A

adhaar

）
が
導
入
さ
れ
、

一
三
億
人
以
上
が
Ｉ
Ｄ
番
号
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
こ

う
し
た
国
民
Ｉ
Ｄ
制
度
の
普
及
と
同
時
期
に
、
国
民
皆
口

座
を
目
指
し
、
国
民
へ
の
銀
行
口
座
の
普
及
が
推
進
さ
れ

た
。
貧
困
層
に
は
銀
行
口
座
を
保
有
し
な
い
人
が
多
く
、

し
た
が
っ
て
様
々
な
金
融
サ
ー
ビ
ス
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
難

し
か
っ
た
。
マ
イ
ク
ロ
ク
レ
ジ
ッ
ト
な
ど
に
限
ら
ず
、
本

格
的
な
貧
困
脱
出
や
経
済
水
準
の
向
上
に
は
、
よ
り
多
く

の
金
融
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
は
か
か
せ
な
い
。

　

そ
の
た
め
に
イ
ン
ド
で
は
二
〇
一
四
年
以
降
、Pradh 

an M
antri Jan D

han Y
ojana 

（PM
JD

Y

）
と
い
う
、

国
民
皆
口
座
を
目
指
し
た
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
遂
行
さ
れ
た
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
機
能
す
る
う
え
で
重
要
で
あ
っ
た

の
が
、
す
べ
て
の
政
府
給
付
金
を
受
益
者
の
口
座
に
入

れ
、
連
邦
政
府
の
直
接
給
付
送
金
を
行
う
と
い
う
手
法
で

あ
る
。
給
付
の
受
け
取
り
方
法
を
制
限
す
る
と
い
う
意
味

で
は
多
少
強
引
で
は
あ
る
も
の
の
、
中
抜
き
等
の
不
正
を

防
ぎ
つ
つ
金
融
包
摂
を
進
め
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
。
そ



3―　　―

インドの成長と不安点――金融包摂は進んだが

れ
で
も
、
世
界
銀
行
の
調
査
に
よ
る
と
、
二
〇
二
一
年
の

時
点
で
さ
え
イ
ン
ド
で
は
二
・
三
億
人
が
銀
行
口
座
を

持
っ
て
い
な
い
と
さ
れ
て
お
り⑵

、
貧
困
撲
滅
は
大
変
な
目

標
な
の
だ
と
あ
ら
た
め
て
思
い
知
ら
さ
れ
る
。

　

た
だ
、
コ
ロ
ナ
後
に
進
ん
だ
デ
ジ
タ
ル
化
の
影
響
も
あ

り
、こ
こ
数
年
で
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
っ
た
金
融
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
が
一
気
に
拡
大
し
て
い
る

⑶

。
特
に
決
済
分
野

で
の
ビ
ジ
ネ
ス
競
争
が
激
し
く
、
利
便
性
が
高
ま
っ
て
い

る
た
め
、
さ
ら
な
る
金
融
包
摂
が
期
待
で
き
る
だ
ろ
う
。

三
、
証
券
市
場
と
個
人
投
資
家
の
動
向

　

こ
う
し
た
経
済
成
長
や
金
融
包
摂
の
進
展
は
、
イ
ン
ド

の
証
券
市
場
に
も
大
き
な
影
響
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
イ

ン
ド
の
証
券
市
場
の
規
模
は
こ
の
一
〇
年
で
四
倍
以
上
に

拡
大
し
て
い
る
。
イ
ン
ド
の
代
表
的
な
証
券
取
引
所
で
あ

る
ナ
シ
ョ
ナ
ル
証
券
取
引
所
（
Ｎ
Ｓ
Ｅ
）
の
時
価
総
額
は

二
〇
一
五
年
三
月
時
点
で
は
約
一
〇
〇
兆
ル
ピ
ー
だ
っ
た

も
の
が
、
二
〇
二
五
年
三
月
に
は
四
〇
〇
兆
ル
ピ
ー
を
超

え
た
。
二
〇
二
四
年
中
に
は
、
一
時
ド
ル
建
て
で
の
時
価

総
額
が
五
兆
ド
ル
を
超
し
、
イ
ン
ド
の
証
券
市
場
は
世
界

で
も
五
本
の
指
に
入
る
市
場
と
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
一
つ
の
要
因
が
個
人
投
資
家
の
増
加
で
あ
る
。
イ

ン
ド
の
個
人
投
資
家
の
株
式
市
場
へ
の
参
加
状
況
に
つ
い

て
、
Ｎ
Ｓ
Ｅ
の
レ
ポ
ー
ト
（M

arket Pulse

）
か
ら
見

て
み
よ
う
（
図
表
１
）。M

arket Pulse

に
よ
る
と
、
イ

ン
ド
の
個
人
投
資
家
の
市
場
参
加
は
二
〇
一
八
年
三
月
末

の
段
階
で
七
二
〇
万
人
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
二
〇
二
五

年
一
月
末
に
は
三
五
九
〇
万
人
と
、
こ
の
七
年
間
で
五
倍

近
く
に
拡
大
し
て
い
る
。
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
市
場
に
お
い
て

は
、
二
〇
一
八
年
の
九
〇
万
人
か
ら
二
〇
二
五
年
一
月
末

に
は
一
〇
二
〇
万
人
と
な
っ
て
お
り
、
規
模
と
し
て
は
現

物
市
場
に
劣
る
も
の
の
、
増
加
率
は
一
〇
倍
以
上
と
な
っ

て
い
る
。
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ま
た
、
上
場
株
式
に
お
け
る
個
人
投
資
家
の
比
率
も
二

〇
二
四
年
末
に
は
約
一
〇
％
と
な
り
、
投
資
信
託
を
通
じ

た
分
も
含
め
る
と
市
場
の
一
八
％
を
保
有
し
て
い
る
と
さ

れ
て
い
る
。
投
資
信
託
の
積
立
に
つ
い
て
も
二
〇
二
〇
年

以
降
急
激
な
ペ
ー
ス
の
増
加
が
み
ら
れ
て
お
り
、
イ
ン
ド

の
個
人
投
資
家
が
投
資
信
託
の
保
有
を
増
加
さ
せ
る
原
動

力
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
、
イ
ン
ド
で
家
計
の
所
得

水
準
が
向
上
し
、
そ
の
成
長
が
資
本
市
場
の
活
性
化
に
も

つ
な
が
る
と
い
う
好
循
環
が
形
成
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う

見
方
も
で
き
る
。

　

た
だ
し
、
そ
の
よ
う
に
素
直
に
受
け
取
っ
て
も
い
い
の

だ
ろ
う
か
。
個
人
投
資
家
が
増
え
て
い
く
そ
の
一
方
で
、

実
は
二
〇
〇
〇
年
代
に
は
経
済
格
差
の
拡
大
が
生
じ
て
い

る
。
二
〇
〇
〇
年
時
点
で
は
、
イ
ン
ド
の
成
人
の
上
位
一

〇
％
が
所
得
全
体
の
四
〇
％
を
得
て
お
り
、
下
位
五
〇
％

は
全
体
の
二
〇
％
程
度
の
所
得
を
得
る
と
い
う
状
況
だ
っ

た
が
、
二
〇
二
三
年
に
は
上
位
一
〇
％
が
所
得
全
体
の
六

図表１　現物および株式デリバティブに参加する個人投資家

（注）�　2025年については１月時点。他は３月末時点。
〔出所〕　NSE, “Market Pulse”, Vol. 7, Issue 2, p.397より。
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インドの成長と不安点――金融包摂は進んだが

〇
％
近
く
を
占
め
て
お
り
、
下
位
五
〇
％
は
所
得
全
体
の

一
五
％
程
度
し
か
得
ら
れ
な
い
、と
い
う
状
況
と
な
っ
た⑷

。

こ
こ
か
ら
、
イ
ン
ド
の
家
計
部
門
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に

整
理
で
き
る
。
個
人
の
所
得
全
体
は
増
加
し
、
絶
対
的
貧

困
も
減
少
し
、
個
人
投
資
家
が
増
え
た
こ
と
に
よ
っ
て
資

本
市
場
を
通
じ
た
豊
か
さ
も
享
受
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。
し
か
し
、
格
差
自
体
は
拡
大
し
て
い
る
。
と
は
い

え
、
人
口
自
体
が
一
四
億
い
る
国
に
お
い
て
、
上
位
一

〇
％
の
豊
か
さ
の
向
上
、
資
本
市
場
へ
の
参
加
と
い
う
数

字
は
、
外
国
か
ら
見
る
分
に
は
非
常
に
魅
力
的
な
市
場
で

あ
る
、
と
い
う
こ
と
は
十
分
に
で
き
る
だ
ろ
う
。

四�

、
む
す
び
に
：
イ
ン
ド
は
単
純
な

捉
え
方
を
す
べ
き
で
は
な
い

　

こ
こ
ま
で
の
整
理
を
踏
ま
え
て
む
す
び
に
入
ろ
う
。
イ

ン
ド
で
は
経
済
成
長
と
金
融
包
摂
が
進
み
、
貧
困
率
が
低

下
し
、
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
ん
だ
こ
と
に
よ
る
社
会
の
利
便

性
が
向
上
し
て
い
る
。
そ
し
て
個
人
投
資
家
の
増
加
に
み

ら
れ
る
よ
う
に
、
家
計
部
門
は
着
実
に
資
産
を
積
み
上
げ

て
お
り
、
一
見
す
る
と
イ
ン
ド
は
豊
か
に
な
っ
て
い
る
と

評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

し
か
し
、
実
際
に
は
そ
こ
ま
で
楽
観
視
で
き
る
状
況
で

は
な
い
。
マ
ク
ロ
的
に
見
る
と
イ
ン
ド
の
経
済
成
長
率
は

高
い
が
、
一
人
当
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
を
見
る
と
隣
国
の
バ
ン
グ

ラ
デ
シ
ュ
よ
り
も
低
い
（
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
は
二
五
〇
〇

ド
ル
を
超
え
て
い
る
）。
他
に
も
、
工
業
化
が
進
ま
な
い

こ
と
か
ら
雇
用
面
で
の
課
題
が
あ
る
こ
と
、
イ
ン
フ
レ
、

為
替
相
場
な
ど
で
不
安
が
生
じ
る
こ
と
な
ど
留
意
点
も
多

い⑸

。
も
ち
ろ
ん
先
ほ
ど
み
た
家
計
部
門
の
所
得
格
差
も
問

題
で
あ
る
。

　

ま
た
、
証
券
市
場
へ
の
個
人
投
資
家
の
参
加
状
態
を
見

て
も
、
現
物
市
場
へ
の
参
加
以
上
に
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
市
場

へ
の
参
加
の
伸
び
が
大
き
い
と
い
う
こ
と
は
、
ど
こ
か
博
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打
的
な
参
加
の
気
配
を
感
じ
な
い
で
は
な
い
。
も
ち
ろ
ん

株
式
市
場
へ
の
個
人
投
資
家
の
参
加
自
体
が
大
幅
に
増
え

て
い
る
と
い
う
こ
と
自
体
は
豊
か
さ
の
表
れ
で
あ
ろ
う

が
、
イ
ン
ド
市
場
の
成
長
を
手
放
し
で
褒
め
る
、
と
い
う

状
況
に
は
ま
だ
至
っ
て
い
な
い
の
だ
ろ
う
。

　

本
稿
で
は
家
計
と
金
融
と
い
う
視
点
か
ら
イ
ン
ド
を
見

て
み
た
が
、
あ
る
意
味
で
は
実
体
経
済
か
ら
見
た
場
合
と

同
じ
よ
う
な
感
想
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
成
長
は
遂
げ
て
い
る
も
の
の
、
不
安
も
残
る
、

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
成
長
し
て
い
る
、
し
か
し
不
安
も

あ
る
と
い
う
、
煮
え
切
ら
な
い
結
論
を
書
い
て
い
る
自
覚

は
あ
る
が
、
イ
ン
ド
は
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
の
新
興
国
で

あ
り
、
そ
う
し
た
複
雑
さ
を
持
っ
た
国
な
の
で
あ
る
。
我

が
国
で
も
イ
ン
ド
を
テ
ー
マ
と
し
た
投
資
信
託
も
増
え
て

い
る
た
め
、
イ
ン
ド
と
は
そ
う
い
う
成
長
性
と
不
安
定
性

と
が
あ
る
国
だ
、
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
ず
に
付
き
合
っ
て

い
け
れ
ば
と
思
う
。

（
注
）

⑴　

W
orld Bank, 

“World Bank O
pen D

ata

”.

⑵　

D
em

irgüç-K
unt, A

., L. K
lapper, D

. Singer, and S. A
nsar 

（2021

）, T
he G

lobal Findex D
atabase 2021, w

orld bank, 
p.33.

⑶　

イ
ン
ド
の
決
済
手
段
の
デ
ジ
タ
ル
化
と
競
争
状
況
に
つ
い
て
は
西

尾
圭
一
郎
「
イ
ン
ド
に
お
け
る
決
済
手
段
の
デ
ジ
タ
ル
化
」
楊
枝
嗣

朗
、
神
野
光
指
郎
編
『
貨
幣
と
は
何
か
？　

支
払
決
済
シ
ス
テ
ム
と

金
融
仲
介
』
文
眞
堂
、
二
〇
二
四
年
を
参
照
さ
れ
た
い
。

⑷　

T
he W

orld Inequality Lab, 

“World Inequality D
atabase

”. 

⑸　

イ
ン
ド
の
経
済
成
長
の
大
き
な
課
題
の
一
つ
は
産
業
構
造
で
あ

り
、
イ
ン
ド
は
蛙
飛
び
型
経
済
発
展
を
遂
げ
た
結
果
、
製
造
業
の
規

模
が
小
さ
く
、
Ｉ
Ｔ
を
含
む
サ
ー
ビ
ス
産
業
が
経
済
成
長
を
牽
引
し

て
い
る
。
そ
し
て
雇
用
を
生
む
製
造
業
の
規
模
が
小
さ
く
、
Ｉ
Ｔ
産

業
は
知
識
集
約
型
で
あ
り
雇
用
を
生
み
に
く
く
、
特
に
若
年
失
業
率

の
増
加
が
近
年
の
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

※�　

本
稿
は
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費
（
課
題
番
号22K

01674

）

の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

（
に
し
お
　
け
い
い
ち
ろ
う
・
大
阪
公
立
大
学
経
営
学
研
究
科
准
教
授
）


